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５年生が中心となって企画運営をした「６年生を送る会」が２月２８日体

育館で行われました。当初、３月４日の予定でしたが、臨時休校になった

ため、急きょ時間を短縮して行いました。これは、この一年間、弓削小学

校の最高学年として、委員会や各種行事、登下校などで大活躍してくれ

た６年生への感謝の気持ちを伝えると共に、よき伝統を５年生を中心とし

た下級生に引き継ぐ会でもあります。各学年からは感謝を伝えるための

工夫した出し物やプレゼントなどがあり、感動的な会になりました。 

また、伝統を引き継ぐ意義を込めて、児童会旗の受け渡しも行いまし

た。運営委員会の６年生代表から、５年生代表へ渡されました。 

6年生へ 在校生から感謝の川柳 
 大声で 応えん合戦 すごいなあ 

 やさしくて そうじがんばる 頼もしい 

 やさしくて 英語もうまい お姉さん 

 大声で 黄色引っ張り もり上げる 

 合唱で ピアノを弾いて 大成功 

 そうじ中 支えてくれる リーダーだ 

 副団長 大きなたいこ 力出る 

テキパキと 働き仕事 こなしてく 

冷静に 役目をしっかり 果たしてく 

真剣に そうじがんばる 良い手本 

ハードルで 走る姿は 風のよう 

さりげなく かげで支えて 背中押す 

センターで キレキレダンス かっこいい 

 

日 曜   行         事 最終下校 

１ 水 学年始め休業日  

２ 木   

３ 金   

４ 土   

５ 日   

６ 月   

７ 火 １学期始業式③ 11:20 

８ 水 入学式 11:20 

９ 木 短縮授業⑤ 身体計測 給食開始 

交通教室 （久米南中学校入学式） 

地区別会 下校指導  

見守り隊顔合わせ会 

14:45 

１０ 金 退任式 14:45  15:45 

１１ 土   

１２ 日   

１３ 月 朝礼  14：45 15：45 

１４ 火 ２年短縮授業⑤ １年生安全指導 14：45 15：45 

１５ 水 縦割り班初顔合わせ 14：45 

１６ 木 委員会 14：45 15：45 

１７ 金  14：45 15：45 

１８ 土 参観日 奨学会総会 地区評議員会 

奨学会歓送迎会（１８：３０～） 
9：45 

１９ 日   

２０ 月 振替休業日 集金日  

２１ 火  14：45 15：45 

２２ 水 個人懇談 14：45 

２３ 木 個人懇談 歯科検診 短縮授業⑤ 14：45  

２４ 金 内科検診 14：45 15：45 

２５ 土   

２６ 日   

２７ 月 朝礼 14：45 15：45 

２８ 火  14：45 15：45 

２９ 水 昭和の日  

３０ 木 耳鼻科検診 14：45 15：45 

本日３月１９日、卒業式を迎えることができました。コロナウイルス感染拡大防止に最大限の配慮（内容の一部省略による時間短縮や

マスクの着用、入場時の消毒など）をしての実施となりました。少し寂しい気もしましたが、１３名の卒業生は瞳を輝かせ、元気に巣立って

いきました。６年生は、この一年間、全校児童のよき手本となり、下級生に対しては、よきお兄さんお姉さんと 

して優しく接し、また最高学年として委員会や集会などの行事に責任をもって取り組んでくれました。まさし 

く弓削小学校の顔として大活躍してくれました。この弓削小学校で学んだことや体験したこと、仲間と共に 

汗したことなどを糧に、大きく羽ばたいていってくれることを心から祈っています。 

また、２６日は、在校生にとって一年を締めくくる修了式です。２７日からは春休みとなります。そして、４月からは一つ上の学年になり

ます。新学期が素晴らしいスタートとなるよう、この春休みは、自分で計画を立て、一年間のまとめをするとともに、次の学年に向けた

目標を明確にしておきましょう。 

保護者・地域の皆様には、３月、突然の臨時休校で大変ご迷惑をおかけしました。また、この１年間、学校教育への深いご理解と温かい

ご協力をいただきましたことに、職員一同、心より厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。来年度もどうぞよろしくお願い                                                    

いたします。                                        校長 河本 弘志 

６年生を送る会 

ご卒業おめでとうございます。 
一年間、深いご理解と多大なご協力、本当にありがとうございました。 
 
 

 ４月行事予定 
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４年生が総合学習で、点字学習に取り組みました。津山点字サークル「キタタキの会」

から、講師として４名の方に来ていただきました。目の不自由な方のために、私たちの

生活の中にもたくさんの点字がある

ことを教えて下さいました。点字の

仕組みや打ち方について説明を聞い

た後、早速点字板を使って、打つ練習

をしました。点字の五十音図を確認

しながら丁寧に頑張りました。 

  

２月２７日、今年度最後の参観日（学級懇談）を行いました。一年の締めくくりの時期でもあることか

ら、今まで学習してきたことを発表する学年もあるなど、各学年で工夫された授業参観となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 21 日 令和２年度入学児童の体験入学があり

ました。弓削保育園などから入学予定の６名の園児

が参加し、現1年生が、学校の様子を発表した後、一

緒に工作に取り組みました。1 年生８人が、手分けを

して大活躍しました。全員がもう立派なお兄さん・

お姉さんの自覚で、やさしく教えてあげていまし

た。入学式には元気いっぱい登校してくれることを

楽しみにしています。 

新 1 年生一日体験入学 
 

点字体験学習（４年生） 
 

参観日・懇談 
 

卒業していく皆さんに、「アンパンマン」の作者であるやなせ・たかしさんの言葉を 

贈りたいと思います。 

「長い人生を生きてきたが、星の命に比べたら、百歳まで生きたって、瞬間に消え去っ 

ていくのと変わらない。人間は、宇宙的にいえば、ごく短い間しか生きないのだ。つか 

の間の人生なら、なるべく楽しく暮らしたほうがいい。それでは、人は何が一番楽しい 

のか。何が一番うれしいのか。長い間、ぼくは考えてきた。母親が一生懸命に料理をつくるのは、『おいしい』と喜んで食べる家族の

顔を見るのがうれしいからだ。父親が汗をかいて仕事をするのは、家族のよろこびを支えるためなのだ。結局、人が一番うれしいの

は、人を喜ばせることだということが分かった。」という内容です。やなせさんが人生を通して、人に訴えたかったことや、生きるう

えで大切にしていたテーマは、いつも「人のために尽くすこと」「人を喜ばせること」で貫かれていました。そのことによって、やな

せさん自身も生きる喜びを感じ、輝くことができたのです。結局、他の人を生かすことが、自分を生かすことにつながるということ

なのだと思います。卒業生の皆さんも、他の人のために尽くし、多くの喜びを与える存在になっていって下さい。そして、そのことで、

君たち自身もきっと輝くことができるようになるのだと思います。 

 卒業式 学校長 お祝いのことば（一部抜粋） 


